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「私どものような少人数規模の企業にとっ
て、やりたいことを柔軟に実現できるクラウ
ド型PBXは、まさにすべてのニーズにフィッ
トするものでした」

社名　エイジシステム株式会社
従業員　45名（2015年7月 1 日現在）
事業概要　エイジシステムは、京都、兵庫
に拠点を置くソフトウェアのシステム開発会
社。企業向けの情報システムから、産業機
器等を制御するソフト開発、半導体チップ
LSIの設計開発まで幅広く手がけている。最
近では地元企業とコラボレーションした京都
観光客向けのスマートフォンアプリなどにも
裾野を広げている。
URL  www.agesystem.com

企業情報

　京都の本社と兵庫の豊岡に拠点を置くエイジシステムは、内線電話の不足など社内のコ

ミュニケーション環境に課題を抱えていた。長年にわたってPBX（構内電話交換機）とビジネス

フォンを利用してきたが、ビジネスフォンは1台を数人で共用しており、誰か１人が使用する

と、別の席で電話を使わなければならない状況だった。さらに、豊岡拠点との社内連絡は通

常の外線電話を使用しており、少なからぬ電話代が発生していた。

　また、社員には携帯電話が支給されておらず、個人の携帯電話を業務利用することが当た

り前のように行われており、通話料も社員の自己負担となっていたが、その利用状況も十分

に把握できていなかった。

　「これらは業務効率を考えても、従業員満足を考えても、大きな問題だなと思っていまし

た」と話すエイジシステムの大伴氏は、当時を振り返り言葉を続ける。「専用の内線端末とし

てPHSを１人１台と考えたこともあるのですが、費用負担が大きく見送りました」。

　そんな同社が、PBXのクラウド化に踏み切ったきっかけは、豊岡拠点で利用していたPBX

の老朽化と新オフィスへの移転であった。

放置されていた内線電話の不足や個人ケータイの業務利用
移転を機に社内コミュニケーション環境の刷新を

課題

・内線電話の不足やPBXの老朽化。オフィス移転を機に刷新したい
・コスト負担を抑えながら、スマートフォンを業務に活用したい

課題

・新拠点はPBXレスでクラウド化。 
本社は既存のPBXとクラウド型PBXを併用し、拠点間の内線化を実現
・専用アプリを使って、社員のスマートフォンを内線電話化

対策

・導入コストを抑えて、柔軟に運用できる内線環境を実現
・社内、社外を問わずコミュニケーションが活性化し、社員間の連携力を強化

効果

導入事例

既存のPBXと併用してスマホの内線化を実現

社員間の連携力を強化

導入サービス：Arcstar Smart PBX
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　PBX刷新の検討を始めた同社には、１つの条件があった。それ

は、京都本社は電話番号を変えずに内線を構築したいというもの

だった。京都本社には、営業や契約関係の電話が集中し、電話番号

を変えられないという事情があったのだ。

　内線電話の増設や本社と豊岡拠点の間での内線電話化、スマート

フォンの業務利用などの課題をできるだけ解決したい。一方で、こ

れらすべてを一括導入するとそれなりのコストと手間が発生する。

　そこで、同社が採用したのは既存の設備を活用しながら、新しい

コミュニケーション環境を柔軟に構築できる、NTTコミュニケーショ

ンズが提供するクラウド型PBXサービス「Arcstar Smart PBX」で

あった。採用の決め手を「いろいろな課題が並存していた中で、そ

れぞれをうまく解決できるサービスが、NTTコミュニケーションズの

クラウド型PBXでした。私どものような少人数規模にとって、やりた

いことを柔軟に実現できるクラウド型PBXは、まさにすべてのニー

ズにフィットするものでした」と大伴氏は話す。

　京都の本社は代表電話を残すために既存の拠点に設置する従来型

のPBXとクラウド型PBXを併用。豊岡の新オフィスは老朽化した

PBXを排してPBXレスで内線構築し、導入コストを抑制した。また、

社員個人のスマートフォンに専用のアプリを導入することで内線電話

としても利用できるようにした。

　社員個人のスマートフォンを内線化したことで、システム納入先の

お客さまの工場内で作業する自社の開発スタッフと連絡を取り合う

場合でも、スマートフォンを内線電話として利用できる。仮想事務

所のように社外にいるメンバー同士でも気軽に連絡が取り合えるの

で通話の回数も増え、全社的にコミュニケーションの活性化に繋

がった。外線電話も、スマートフォンで通話できるため、お客様と

連絡を取る場合のレスポンスなども、早くなっているという。

　また、運用面も。以前は内線の設定変更が必要になった場合は、

その都度工事業者を手配していたが、「Arcstar Smart PBX」では、

自分たちでWebから簡単に設定できるようになった。様々なプロ

ジェクトをこなす同社では、社員だけでなくパートナー企業やテンポ

ラリスタッフなどとも柔軟にチームを組んでいる。こうした社内外の

既存の設備を活かしたクラウド型PBXの導入
個人スマートフォンの内線電話化

対策

仮想事務所のように、どこにいても内線環境を構築
設定は自分たちで柔軟に

効果

新しい豊岡拠点はＰＢＸレスで内線環境を構築し、京都の本社では既存のＰＢＸを併用してクラウド型
ＰＢＸを導入。これまでの設備を活用しながら、スマホの内線化を実現した。
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スタッフに、プロジェクトの期間に合わせて一時的に内線番号を追加

することも可能になった。期間や人数の増減に応じた内線の設定を、

Webから簡単に行うことができ、個人が所有するスマートフォンに

アプリをインストールするだけで、柔軟に内線環境を構築できる。

従来ならばコストと手間をかけなければ実現しなかったことが、わず

かな利用料金と簡単な設定変更だけで実現するようになった。

　社員が所有しているスマートフォンは様々な携帯キャリアの端末に

なるのでキャリアや端末の制限があるサービスを導入すると対応外

となり利用できない社員が必ず出てくるものだが、Arcstar Smart 

PBXの専用アプリはキャリアフリーで利用できるので、個人所有のス

マートフォンをビジネスに活用するBYOD（ Bring Your Own Device）

と極めて相性がよかった。1つのスマートフォンで個人とビジネスと

で通話を使い分けることが可能になり、安心して個人のスマートフォ

ンを業務に使える環境が実現できた。「今回のBYODの導入は、個

人のスマートフォンを業務に利用することに抵抗がある社員もいると

考え、強制ではなく希望者のみ導入できるようにしていますが、多

くの社員から登録申請がきています。通話料負担がなくなり、便利

に使えるということから好意的に受け止められています」（大伴氏）。

　今後はさらなる利便性やコスト削減をめざして、現在は拠点間だ

けのクラウド型ＰＢＸによる通信環境を、将来的にはグループ企業に

も広げる構想もあるという。「Arcstar Smart PBXの導入は私ども

には本当にいいことずくめです。社内連絡の頻度も内容も深まり、

今後の私たちの発展に欠かせない社内コミュニケーションの強化も

図られてきています」と話し、大伴氏は言葉を締めくくった。

　このようにクラウドPBXの導入により、既存のコミュニケーション

環境を活かしつつ、スマートフォンの内線電話化などの最先端のコ

ミュニケーション環境を構築し、本社と拠点それぞれが抱える課題を

一気に解決したエイジシステムのケースは、さまざまな企業にとって

も参考になるだろう。
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